













亜急性硬化性全脳炎(subacutesclerosing panencephalitis: SSPE) 
ウイルス大阪 1株の分離とその性状


















































R:NAポリメラーゼがP-Mjunctionでread-throughする結果， M monocistronic mRNAが転写されず，
M蛋白の合成ができないと考えられた。
本論文は世界的に数少ないSSPEウイルスの欠損性状を分子レベルで明らかにしたものであり， この研
究成果はSSPE発症機構の解明に一定の寄与をなすものとして博士(医学)の学位を授与されるに値する
と判定した。
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